
各地区割および代表チーム数について 

○各大会代表チーム数について 

  ●代表チーム数決定の方法 

① 各ブロックに代表枠（男子 1、女子 1、混合１）を与える。（登録数が 0の場合を除く） 

② 登録チーム数を全代表チーム数で割り、基準の数値を出す。 

③ 各ブロックの登録数を基準の数値で割り、代表チーム数を出す。 

④ 代表チーム数の合計が、予定の数に不足の場合は、小数以下の数値で決定する。 

小数以下も同数値になった場合は、抽選で決定する。 

⑤ 全日本バレーボール小学生大会南北大会についも、開催地枠を設けない。 

（例）上記の方法で次年度の南北海道（女子）を考えると、 

  ◎女子（平成２１年度登録数 ８３チーム） 

   ② 83÷15≒5.53    （基準の数値）① ③ ④ ⑤ 

③ 札   幌 １０÷5.53＝1．81          (１＋０＋１＋１＝３) 

苫 小 牧  ８÷5.53＝1．45     (１＋０＋０＋０＝１) 

室   蘭 １２÷5.53＝2．17     (１＋１＋０＋０＝２) 

岩 見 沢 １３÷5.53＝2．45     (１＋１＋０＋０＝２) 

小樽・後志  ９÷5.53＝1．63     (１＋０＋１＋０＝２) 

函   館 １７÷5.53＝3．07     (１＋２＋０＋０＝３) 

石   狩  ８÷5.53＝1．45     (１＋０＋０＋０＝１) 

日   高  ６÷5.53＝1．08     (１＋０＋０＋０＝１) 

合計  ８＋４＋２＋１＝１５ 

  １チームは、理事会で石狩地区と苫小牧地区により抽選をして決定をした。 

 

全日本バレーボール小学生大会南北大会組合せ抽選の方法について 

○全日本バレーボール小学生大会南北大会の組合せ抽選について、平成 9年度まで、各地区の第 1代表

同士が 1回戦で対戦しない、同一地区代表チームは 1回戦で対戦しないを組合せ抽選の条件としてき

たが、例年、読売新聞北海道支社における抽選会では、前述の 2 つの条件を満たすために抽選のやり

直しなど複雑な作業になってしまうことがありました。組合せ抽選のスムーズな進行を考え、平成 10

年度より下記の条件で抽選をしていくことになりました。 

☆ 同一地区から複数の代表チームが参加している場合には、次のように配慮する。 

   ・同一地区から 2チームが参加の場合⇒1／2ゾーンに分けて抽選 

3～4チーム      ⇒1／4ゾーンに分けて抽選（１位２位は 1/2ゾーンで） 

5～8チーム      ⇒1／8ゾーンに分けて抽選（１位２位は 1/2ゾーンで） 

 

道新カップ 4 ブロック大会組合せ抽選の方法について 

○道新カップ 4ブロック大会の組合せ抽選については、次の事項に配慮して実施していく。 

①同一地区から複数の代表チームが参加している場合には、次のように配慮する。 

   ●そのために 

   ・同一地区から 2チームが参加の場合⇒1／2ゾーンに分けて抽選 

３～４チーム     ⇒１、２位は、1／２ゾーンに分けて抽選 

３、４位は、残りの１／４ゾーンに分けて抽選 

5～8チーム     ⇒上記のほかの１／８ゾーンに分けて抽選 

 ②各地区の第一代表同士、また３位以下チーム同士が 1回戦で対戦しないように配慮する。 

◎各地区により代表チーム数が違い、抽選の難しさも出てくるが、可能な限り上記の方法に沿う形

で実施していく。 


